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下記:こて公園清掃菱行しヽます

皆様のご参加をお願しヽ致します
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1丁 匡自治会
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「人生 100年時代 緑園を健康長寿のまちに !」

今年も敬者の日 (9月 18日 (月 ))を迎え、高齢者のこれまでの社会への貢献に感謝し、健康長寿

をお祈りするさまざまな行事が各地で行われたようです。

新型コロすウイルスの感染法上の分類が5月 8日から「5類」|こ移行したとは言え、まだまだ感染

は収束しませんが、当緑園地区では、今年度も、敬老祝賀会式典は行わず、75歳以上の皆さん|こ

記念品をお届けさせていただきました。

<日本人の平均寿命と健康寿命について>
本年7月 28日、厚生労働省は、2022年 の日本人の平均

寿命を発表しました。

男性が81.05歳 、女性が87。 09歳で、前年より男性

が O.49歳、女性が 0。 42歳短<なりました。新型コロす

ウイルス流行による高齢者の死者の増加が影響 したとコメン

トされています。世界各国と比較すると、女性は 1位、男性は

2位で依然として世界有数の長寿国になっているようです。

女性
目不 自由生

活期間

(年 )0 50 100

由 ム △
ロ ノロフヽ

丁 目

75歳以上

応募者数

参考)

同統計値

1 67 177

2 171 233

3 156 268

歳 人数 4西 186
637

77 68 4東 202

88 46 5 72 127

99 6 254 378

100 0 7 57 96

言上

日 |
115

書上

日 |
1,165 1,916

記念品贈呈対象者数   自治会別応募者数
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′
性

畷健康生活

期間(年 )

しかし、普通の日常生活に何らかの原因で支障をきたし、       平均寿命の構図

不自由な生活を余儀な<されている平均期間は、女性の場合約 12年間、男性の場合約9年間とされ

ています。
この「不自由な生活期間」をいかに短<し、「健康寿命」を伸ばすかが、大きな課題と捉えられます。

健康で長生きできれば、ご本人はもとより、ご家族はじめ周りの応展も含め幸せなことと悪われます。

<健康寿命を延ばすためには>
このテーマは、高齢者のみならず、現役の若い方々にも共通の課題として、取り組む必要があり

そうです。適度な運動、食事の改善、健康診断による疾病の早期発見・早期治療のほか、地域活動ヘ

の参加による多くの方長との交流も、健康長寿に良い彩響をもたらすと言われています。
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9月 16日 (上)に、各自治会役員、班長諸氏の協力をいただき、75歳 以上の方長に記念品を

お届け致 しました。各自治会に、75歳 以上の応募者 リス トを作成

していただいた結果、合計 1,165名 の方々から応募がありました。

また、77歳、88歳、99歳、100歳の方長には、お祝いの商品券

をお届け致 しました。

右表には、自治会別の応募者数を、下表には、緑園地区の本年 3月

末時点の高齢者人ロデータを示しています。表には載せていませんが、

100歳以上の方は7名おられ、最高齢の方は 103
歳です。100歳以上の方は全員女性です。

人

対総人口

割合%
総人口 13,567

65歳以上 4,234 31.21

75歳以上 1,916 14.12

緑園地区の高齢者人□数 (本年 3月末)
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8月 5日 (土 )、 緑園連合夏祭りが緑園学園校庭にて開催されました。新型コロすウイルス感染

のため 2020年度以降開催中止を余儀なくされてきましたが、今年4年 rSや りの開催となりました。

これまで会場としてお借りしてきた緑園東小学校が閉校となり、今回から緑園学園の校庭をお借り

して開催するにあたり、本部ややぐら、パフォーマンススペース、出店群スペース、駐車スペース

などの配置に苦心 しての会場設営となりました。出店はやぐらを囲んで、各自治会 7、 各種団体 5、

なえば保育園、ごみ回収テン トの計 14にのぼり、従来同様の賑やかなお祭り会場となりました。

当日は、今年の夏特有の猛暑の中、会場準備が進められ、16:OOに丼上大会実行委員長による
大会開会宣言が発せられ、緑園学園キッズクラブによる威勢の良いこども太鼓が演奏されました。
引き続き同校児童によるこどもソーランや吹奏楽部による)寅奏があり、集まつた多<の観客が鑑賞
されていました。17:00過 ぎに貝沼会長による挨拶、来賓紹介があり、途中2回の盆踊リステ
ージを挟んで、緑園学園ダンス部、岡津中学校ダンス部、緑園高校チアバンド部の皆さんによるダ
ンスの後、破天荒のみなさんによるハマこい踊りが披露されました。加藤連合副会長により閉会挨
拶があり、20:OOに一連のプログラムを終了しました。
一方各店舗の方も活況を極め、かなり早い段階で売り切れした店、大会終了間際までお客さんの

長蛇の列が続いたい<つかの店もあり、賑わっていました。
会場として校庭や各種設備お借りした緑園学園さんに厚くお礼申し上げます。

.・  ` 、ヽ

会場の様子

こども和太鼓

会場全景

盆踊り

こどもソーラン

吹奏楽部による演奏

輪投げ

ダンス部によるダンス
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令和5年度活性化委員会代表者委員会は、5月 27日 (上 )、 緑園地域交流センターにて開催され

ました。会議では、令和4年度事業報告、決算報告、令和5年度事業計画案、予算案、役員案が

満場一致で可決しました。新年度役員及び事業内容について示します。

<役員>
役  職 氏  名 所属自治会

委員長 長谷川幹夫 緑園二丁目

副委員長 貝沼貞夫 緑園二丁目

副委員長 鈴木清文 緑園四丁目東
△ ユ
zヽ 日 | 清水国雄 緑園六丁 目
△ =上7ヽ 日 l 小島博 緑園四丁目西

<泉区地域協議会緑園地区代表>
役  職 氏  名

委員 長谷川幹夫

委 員 成田俊人

<事業内容>
部 会 名 事 業 内 容 部 会 長

1.緑の園の継承 地域の緑整 長谷川幹夫

2.緑園坂の駅ポンテ 買い物支援・地産地消

3.小学生総 学習支援※ 総合的学習支援 鈴木照明

4.緑園子ども見守 リプロジェク ト※ 花育てで小学生見守 り 小島博

5。 タスカル 地域住民交流事業 長谷川幹夫

6.緑園街マルシェ 後援 (主催 相鉄 H・ 横浜市) 岡部容子

7 フェリス女学院大学との連携 学生の地域行事への参加 参画調整 鈴木清文

8.地域デビュー支援 地域住民の地域活動参加の条件整備 長谷川幹夫

9.農業学習支援※ 野菜づくりの指導援助 長谷川幹夫

10.通 学路見守 り※ 通学路要所での安全指導 長谷川幹夫

11, SDG s SDG sに対する理解及び緑園学園との連携 長谷川幹夫

※小学生見守 り事業部 (主に緑園学園の児童を対象とした事業)

<活性化委員会定例会日程及び出席者の構成>
定例会 :隔月 (5月、7月、9月、11月、 1月、3月 )の最終土曜日15:OO～ に開催して

います。
出席者の構成 :

緑園 1丁目～7丁目の各代表者及び特別推薦委員 10名、諸団体 (9団体)代表

神奈川県立横浜緑園高校校長

横浜市立義務教育学校緑園学園校長

横浜市建築局住宅部住宅再生課

泉区区政推進課地域力推進担当

相鉄ホールディングス (株)経営戦略室事業倉」造課

横浜市新橋ケアプラザ所長

横浜市コーディネーター

フェリス女学院大学 (参加要請交渉中)

<発足後15年目を迎えた活性化委員会>
当委員会は泉区の万針に従う形で地区経営委員会として発足し、昨年度で満14年を経過してい

ます。当委員会は緑園地区の住民や諸団体が互いに連携し、地域の課題解決のために合意形成を

図りながら、住民主体の地域の活性化に取り組むことにより、地域自治の推進と地域の発展・向上

を図ることを目的として活動しています。

<学園都市としての新しい街づ<りへの取り組み>
2022年 4月 に小 。中一貫校として緑園学園が開校したことで、緑園は保育園から大学まで

揃ったことになり、学園都市として新しいまちづくりに取り組んでまいりたいと考えています。

役  職 氏   名 所属自治会

会計監事 菅野英夫 緑園五丁目

会計監事 伊藤正男 緑園六丁目

総務部長 鈴木照明 緑園三丁 目

総務副部長 鈴木和夫 緑園四丁目東

大嶋裕司
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本誌では、昨年4月 1日 に開校しました横浜市立義務教育学校緑園学園関連のさまざまな情報を、
連載の形で皆様にお伝えしています。今号では、学校給食や運動会 (仮称)の様子についてお伝え
します

<令和 5年度第 2回緑園学園学校運営協議会 >
一学校給食の見学・試食の後協議に臨む―

9月 12日 (火 )、 学校運営協議会が開催されました。昨年中はコロすの影響もあり、学校給食試
食の実現ができませんでしたが、今回実施されることになりました。
はじめに給食準備の様子を視察しました。その後、当日の給食を試食させていただきました。メ

ニューは麻婆すス。にら玉スープ・牛乳・ごはんです。味は塩分控えめでボリューム感があり美味
しかつたです (個人の感想)。

緑園学園では前期課程の他後期課程も校内調理による給食が行われています。
横浜市内で先進的な取り組みであり、恵まれた教育環境にあります。

<前期課程運動会 (仮称)>
―スローガン「未来へ走れ !緑園スポーツフエスティバル」一

9月 30日 (上 )、 運動会 (仮称)が開催され、学校運営協議会委員中心に参観させていただきま

した。当日の天候は重い雲が空を覆いがちなコンディション下で したが、1年生から6年生まで元

気に集合すると、こんなに多くの子供たちがいたのかと驚きの声が間かれました。保護者の見学は、

会場スペースの制約から、人数が制限され、交代制での見学となりました。

競技は紅自の二つのチームに分かれ競い合いました。 3・ 4年生による団体種目「青い地球をか

けぬけろ !台風の目」、106年 生による「協力しよう !GoGo玉入れ」、205年 生による「仲間

と協力 !～ ドキ ドキボール運び～」、特別種目3～ 6年生 (代表選手)によるリレーの四つの種目

で争われました。このような組み合わせは、学校運営方針に沿つて、異学年交流を深化させている

ようです。

徒競走 (従来の名称)は、「 7秒間走」で行われました。従来は同 じ距離を競い合いましたが、

この方式では、あらかじめ7秒間に走る目標距離を決めておき、数人が異なる位置から一斉にスタ

ー トしゴールを目指 します。

団体)寅技は学年別に行われました。 5年生による「みんなでかがやけ !緑園エイサー」や4年生

による「緑園ソーラン」は、沖縄や北海道の文化を表現 したもので演技もよ<揃つていて良かつた

と思います。他の学年の演技も、全体の色彩の鮮明さや調和など優れていて、練習の成果が発揮

されていました。

競技後半、急に大粒の雨が降り出し、やむなく残り3種目は 10月 3日 (火)に延期となりまし

た。

゛゛ 分:″15牢震=`続,馬:,ど
「
台′,浄:倉″事

‐
デ`店/ごつιlτ ゛゛

実施予定日 行 事 名 区分
△
ヱヽ 場 備  考

8月 5日 緑園夏祭 り大会 主催 緑園学園

9月 16日 緑園敬老祝賀会 主催 記念品のみ贈呈

10月 22日 緑園福祉ふれあい祭 り 後援 交流セ ンター 社会福祉協議会主催

11月 11日 スポーツフェステバル 主催 緑園学園 中止

12月 10日 緑園一斉清掃 共催 緑園地区全域

12月 12日 緑園年末防犯総決起大会※ 主催 緑園地区全域 防犯パ トロール

1月 6日 緑園新年祝賀会 主催 交流センター

2月 3日 新春マラソン大会 主催 緑園学園～五丁目周辺

※前号 (7月 号)にて、実施予定日を 2月 12日 と記載 しましたが誤 りですのでお詫びして訂正致 します。

2023年 10月 15日 緑園連合 News Vol.54

今年は4年ぶりに「緑園連合夏祭り」が開催されるなど、アフターコロすで緑園ににぎや
かな光景がもどつてきました。次号は12月 15日 発行予定です

:【編集委員】貝沼貞夫、小松貴聡、長谷川幹夫、田谷善宏、飯塚智明、森田伸一、鈴木英範三
二.,… ..¨ .̈¨ .¨ .… …….¨ .¨ .………….… ……………Ⅲ……….…………… .¨ ¨̈ .¨ .¨ .¨ .……..¨ ¨̈ .… ……...¨ .… .¨ ..¨ .¨ .¨ .¨ .¨ .¨ .……….………….…….¨ ¨̈ .…………….¨ .¨ .¨ :

編 集 後 記
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 ` 外交官生活 39年、うち通算 28

年間在外 (スペイン語圏 8ヵ 国)

勤務。

「 ノンキヤリ外交官 万事塞翁

が馬の半生記」を今年 6月 出1販。

陛下のスペイン語ご通訳 33回。

多言 語 学 習 ブ ログ “Yo懇 can

2観0"を 2015年立ち上げ。各種

ポランティア活動に従事。常に

新 しい事を始めるのがお好きと

伺っている。

「私説 (中村流)安全保障」「我が

身を守る :日本を守る :』 ソフ

トパワー外交等、一味違う外交、

安全保障、語学などお話 し頂 く。
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タスカメレ情報 71号
発行日 2023年 10月 22日

発行者「タスカル」推進委員会

編集 代表 長谷川幹夫
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2023年度第3回 タスカル交流会のお知らせ

日時:11月 12日 (日 )13:00～ 14:30

場所 :地域交流センター 小中会議室

ALOHA lフ エ : ス女 フ ラ ン ス

Hula Pua Anetaです。フラは、一つ一つの踊りに

意味があり自然の豊かさや人々の思いなどを表現

しています。私たちは、メンバー同士の繋がりを大

切にしながら、より美しい踊りや表現力を目指して

日々活動しています。タスカル交流会では、皆様に

フラの魅力と笑顔を届けられるよう精一杯踊りま

す 1お楽しみに 1

お茶会会費  )菫 (

たい います。第 1部で演技をしていただいた

プス女学院大学の学生さんたちを交えてお茶会を実施しますので、若
か。ぜひ気軽 |

.“卜ヽ

プ

′

々 に bヽろいろお話を伺つてみてはいかがでしよう

加<ださい。
0000000000000000000000000000000000

どなたでもご参加いただけます。参加ご希望の方は下記申込み先のいずれかに出

席のご連絡(申込み期限 11月 5日 (日 ))をして<ださい。当日はスリッパをご持参くだ

さい。
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